
令和 6年2月14日

各　  　　位

外国投資法人名　　    　ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者　   　　　　　　　　　クリストファー・フォールズ
管理会社名                  ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(管理会社コード　16724)   
代表者　   　　　　　　　　　スティーブン・ロス
問合せ先                     ＴＭＩ総合法律事務所
担当者                        中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド（WisdomTree)を管理会社に、
ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド（CSL）を外国投資法人として上場する
以下のETF銘柄について、令和 6年2月13日現在の状況をご報告します。

上場ETF　銘柄（14銘柄）
掲載番号 銘柄コード 上場取引所

1 1684 東

2 1685 東

3 1686 東

4 1687 東

5 1688 東

6 1689 東

7 1690 東

8 1691 東

9 1692 東

10 1693 東

11 1694 東

12 1695 東

13 1696 東

14 1697 東

＊各銘柄の状況につきましては、次のページ以降をご参照ください。なお、各銘柄名をクリックしていただくと、各銘柄の状況
が表示されます。

なお、1690 ガスETF、1695 小麦ETF及び1696 とうもろこしETFにつきましては、令和5年12月1日付効力発生で投資口の併合を
行いました（令和5年10月30日付「投資口の併合及び売買単位の変更並びに売買の一時停止等に関するお知らせ」及び
令和5年12月5日付「投資口の併合及び売買単位の変更並びに売買の一時停止等に関するお知らせ（続報）」）。
ご参考までに、対象銘柄の状況の末尾に、スケジュール及び併合比率等を掲載しております。
これら3銘柄の基準価額は併合により変わっておりますのでご注意ください。
取引再開後は売買単位も変わりました(100口単位から1口単位へ）。
これに伴い、2023年12月6日の取引開始時より、呼値は1円単位となりました。
株価動向に注意してお取引ください。

以上

WisdomTree 大豆上場投資信託（大豆ETF）

WisdomTree アルミニウム上場投資信託（ｱﾙﾐETF）

WisdomTree 銅上場投資信託（銅ETF）

WisdomTree ニッケル上場投資信託（ﾆｯｹﾙETF）

WisdomTree 小麦上場投資信託（小麦ETF）

WisdomTree とうもろこし上場投資信託（ｺｰﾝETF）

WisdomTree 農産物上場投資信託（ｱｸﾞﾘETF）

WisdomTree 穀物上場投資信託（穀物ETF）

WisdomTree 天然ガス上場投資信託（ｶﾞｽETF）

WisdomTree WTI 原油上場投資信託（原油ETF）

WisdomTree ガソリン上場投資信託（ｶﾞｿﾘﾝETF）

上場ETF（管理会社：WisdomTree、外国投資法人：CSL）に関する日々の開示事項　

銘柄名

WisdomTree ブロード上場投資信託（商品ETF）

WisdomTree エネルギー上場投資信託（ｴﾅｼﾞｰETF）

WisdomTree 産業用金属上場投資信託（ﾒﾀﾙETF）



WisdomTree ブロード上場投資信託

[掲載番号1]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1684)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

8,193,921 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

12,933,967,968 円         ( 85,769,018.36 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

1,578 円         ( 10.47 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.02%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

以　上

─

令和 6年 2月 14日

WisdomTree ブロード上場投資信託（商品ETF）に関する日々の開示事項

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree エネルギー上場投資信託

[掲載番号2]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1685)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

12,876,330 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

7,053,969,313 円         ( 46,776,984.83 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

548 円         ( 3.63 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.04%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

以　上

令和 6年 2月 14日

WisdomTree エネルギー上場投資信託（ｴﾅｼﾞｰETF）に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree 産業用金属上場投資信託

[掲載番号3]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1686)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

30,986,342 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

63,279,872,982 円         ( 419,627,804.92 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

2,042 円         ( 13.54 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.01%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

以　上

令和 6年 2月 14日

WisdomTree 産業用金属上場投資信託（ﾒﾀﾙETF）に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree 農産物上場投資信託

[掲載番号4]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1687)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

36,144,794 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

33,545,755,563 円         ( 222,451,959.97 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

928 円         ( 6.15 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.00%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

以　上

令和 6年 2月 14日

WisdomTree 農産物上場投資信託（ｱｸﾞﾘETF）に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree 穀物上場投資信託

[掲載番号5]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1688)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

5,026,502 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

2,962,707,324 円         ( 19,646,600.29 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

589 円         ( 3.91 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.01%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

以　上

令和 6年 2月 14日

WisdomTree 穀物上場投資信託（穀物ETF）に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree 天然ガス上場投資信託

[掲載番号6]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1689)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

11,229,586 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

13,696,087,308 円         ( 90,822,860.14 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

1,219.64 円         ( 8.09 米ドル)

注：当面、小数点以下２桁目まで表示しております。

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.01%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

6．投資口の併合について

(1)併合比率

令和5年12月1日付で　1,783口を　１口に　併合しました。

(2)スケジュール

令和 6年 2月 14日

WisdomTree 天然ガス上場投資信託（ｶﾞｽETF） に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree 天然ガス上場投資信託

　本併合による影響を受けて、株式会社証券保管振替機構は基準日の翌営業日から現地保管機関における併合後の残高を確認し、
これを同社が管理する外国株券等振替口座簿に反映させる日までの間、本ETF銘柄の振替を一時停止します。これに伴い、
東京証券取引所において、本ETF銘柄の売買の一時停止等が行われます。

2023年11月20日（月） ToSTNeTにおいてT+9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月21日（火） ToSTNeTにおいてT+8～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月22日（水） ToSTNeTにおいてT+7～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月24日（金） ToSTNeTにおいてT+6～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月27日（月） ToSTNeTにおいてT+5～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月28日（火） ToSTNeTにおいてT+4～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月29日（水） ToSTNeTにおいてT+3～9の取引不可
　　　　　　　　　　　　　　　東証立会市場における取引最終日

2023年11月30日（木） 東証における取引停止（取引時間前から）

2023年12月1日（金）（現地時間）欧州における旧証券の基準日/取引最終日

2023年12月4日（月）（現地時間）欧州での新規証券の取引初日

2023年12月6日（水） 東証における取引再開（ToSTNeTを含む）（取引時間開始から）

　　　　　　　　　　　 　　　売買単位を100投資口から1投資口に変更（後述）

2023年12月4日（月）～2024年1月中旬（予定）基準日時点における外国株券等実質株主と本併合により生じる個々の
　　　　　　　　　　　　　　　外国株券等実質株主が保有することなる端数の判明調査期間

2024年１月下旬（予定）基準日時点における端数の市場売却（後述）による換金
2024年2月下旬（予定）市場売却により換金した金銭の外国株券等実質株主への分配（注）
(注)　但し、外国株券等実質株主数が想定より大幅に多い場合は、日程が後ろ倒しになる可能性もございます。予めご了承ください。

(3) 上記に伴う日本国内での端数の換金処理について
　本ETF銘柄に係る株式会社証券保管振替機構を通じて保有されている投資口につきましては、基準日時点における
外国株券等実質株主及びその保有する投資口数を確定させた後、本併合により各外国株券等実質株主ごとに生じる端数を
総合計して形成される整数の投資口数の投資口を、株式会社証券保管振替機構が市場にて売却換価することにより、当該
端数の各外国株券等実質株主に対する分配に充当する予定です。
　各外国株券等実質株主の皆様が基準日時点で保有されていることとなる端数に相当する金銭の額及び分配時期については、
基準日後に、詳細が分かり次第お知らせします。但し、その換金率については、基準日における基準価額ではなく市場において
実際に売却された価格（時価）を基準とした価格となります。
　なお、理論的には、各本ETF銘柄について、その各銘柄の併合比率と、現在の売買単位である100との公倍数に相当する
口数を、基準日時点で登録保有されている外国株券等実質株主には、本併合による端数は生じません。

(4) 東京証券取引所における売買単位について
　本併合に伴い、2023年12月6日（水）の取引再開（ToSTNeTを含みます。）時から、売買単位を、現在適用されている
100投資口から1投資口に変更します。
　これに伴い、2023年12月6日の取引開始時より、呼値は1円単位となります。

以上



WisdomTree WTI 原油上場投資信託

[掲載番号7]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1690)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

86,680,895 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

126,718,093,466 円         ( 840,305,659.59 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

1,462 円         ( 9.69 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.01%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

以　上

令和 6年 2月 14日

WisdomTree WTI 原油上場投資信託(原油ETF) に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree ガソリン上場投資信託

[掲載番号8]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1691)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

90,372 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

757,321,488 円         ( 5,022,025.78 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

8,380 円         ( 55.57 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.01%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

以　上

令和 6年 2月 14日

WisdomTree ガソリン上場投資信託(ｶﾞｿﾘﾝETF) に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree アルミニウム上場投資信託

[掲載番号9]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1692)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

44,319,021 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

19,700,827,835 円         ( 130,642,094.39 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

445 円         ( 2.95 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.01%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

以　上

令和 6年 2月 14日

WisdomTree アルミニウム上場投資信託(ｱﾙﾐETF) に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree 銅上場投資信託

[掲載番号10]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1693)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

43,877,961 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

219,500,194,513 円         ( 1,455,571,581.65 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

5,003 円         ( 33.17 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.01%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

以　上

令和 6年 2月 14日

WisdomTree 銅上場投資信託(銅ETF) に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree ニッケル上場投資信託

[掲載番号11]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1694)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

6,516,338 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

14,627,642,706 円         ( 97,000,283.19 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

2,245 円         ( 14.89 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.01%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

以　上

令和 6年 2月 14日

WisdomTree ニッケル上場投資信託(ﾆｯｹﾙETF) に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。

]



WisdomTree 小麦上場投資信託

[掲載番号12]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1695)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

3,641,925 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

13,542,065,416 円         ( 89,801,494.80 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

3,718 円         ( 24.66 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.01%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

6．投資口の併合について

(1)併合比率

令和5年12月1日付で　46口を　１口に　併合しました。

令和 6年 2月 14日

WisdomTree 小麦上場投資信託(小麦ETF) に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree 小麦上場投資信託

(2)スケジュール

　本併合による影響を受けて、株式会社証券保管振替機構は基準日の翌営業日から現地保管機関における併合後の残高を確認し、
これを同社が管理する外国株券等振替口座簿に反映させる日までの間、本ETF銘柄の振替を一時停止します。これに伴い、
東京証券取引所において、本ETF銘柄の売買の一時停止等が行われます。

2023年11月20日（月） ToSTNeTにおいてT+9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月21日（火） ToSTNeTにおいてT+8～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月22日（水） ToSTNeTにおいてT+7～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月24日（金） ToSTNeTにおいてT+6～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月27日（月） ToSTNeTにおいてT+5～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月28日（火） ToSTNeTにおいてT+4～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月29日（水） ToSTNeTにおいてT+3～9の取引不可
　　　　　　　　　　　　　　　東証立会市場における取引最終日

2023年11月30日（木） 東証における取引停止（取引時間前から）

2023年12月1日（金）（現地時間）欧州における旧証券の基準日/取引最終日

2023年12月4日（月）（現地時間）欧州での新規証券の取引初日

2023年12月6日（水） 東証における取引再開（ToSTNeTを含む）（取引時間開始から）

　　　　　　　　　　　 　　　売買単位を100投資口から1投資口に変更（後述）

2023年12月4日（月）～2024年1月中旬（予定）基準日時点における外国株券等実質株主と本併合により生じる個々の
　　　　　　　　　　　　　　　外国株券等実質株主が保有することなる端数の判明調査期間

2024年１月下旬（予定）基準日時点における端数の市場売却（後述）による換金
2024年2月下旬（予定）市場売却により換金した金銭の外国株券等実質株主への分配（注）
(注)　但し、外国株券等実質株主数が想定より大幅に多い場合は、日程が後ろ倒しになる可能性もございます。予めご了承ください。

(3) 上記に伴う日本国内での端数の換金処理について
　本ETF銘柄に係る株式会社証券保管振替機構を通じて保有されている投資口につきましては、基準日時点における
外国株券等実質株主及びその保有する投資口数を確定させた後、本併合により各外国株券等実質株主ごとに生じる端数を
総合計して形成される整数の投資口数の投資口を、株式会社証券保管振替機構が市場にて売却換価することにより、当該
端数の各外国株券等実質株主に対する分配に充当する予定です。
　各外国株券等実質株主の皆様が基準日時点で保有されていることとなる端数に相当する金銭の額及び分配時期については、
基準日後に、詳細が分かり次第お知らせします。但し、その換金率については、基準日における基準価額ではなく市場において
実際に売却された価格（時価）を基準とした価格となります。
　なお、理論的には、各本ETF銘柄について、その各銘柄の併合比率と、現在の売買単位である100との公倍数に相当する
口数を、基準日時点で登録保有されている外国株券等実質株主には、本併合による端数は生じません。

(4) 東京証券取引所における売買単位について
　本併合に伴い、2023年12月6日（水）の取引再開（ToSTNeTを含みます。）時から、売買単位を、現在適用されている
100投資口から1投資口に変更します。
　これに伴い、2023年12月6日の取引開始時より、呼値は1円単位となります。

以上



WisdomTree とうもろこし上場投資信託

[掲載番号13]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1696)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

966,616 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

3,213,232,228 円         ( 21,307,906.02 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

3,324 円         ( 22.04 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.01%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

6．投資口の併合について

(1)併合比率

令和5年12月1日付で　22口を　１口に　併合しました。

令和 6年 2月 14日

WisdomTree とうもろこし上場投資信託(ｺｰﾝETF) に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。



WisdomTree とうもろこし上場投資信託

(2)スケジュール

　本併合による影響を受けて、株式会社証券保管振替機構は基準日の翌営業日から現地保管機関における併合後の残高を確認し、
これを同社が管理する外国株券等振替口座簿に反映させる日までの間、本ETF銘柄の振替を一時停止します。これに伴い、
東京証券取引所において、本ETF銘柄の売買の一時停止等が行われます。

2023年11月20日（月） ToSTNeTにおいてT+9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月21日（火） ToSTNeTにおいてT+8～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月22日（水） ToSTNeTにおいてT+7～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月24日（金） ToSTNeTにおいてT+6～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月27日（月） ToSTNeTにおいてT+5～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月28日（火） ToSTNeTにおいてT+4～9の取引不可（市場取引は影響なし）

2023年11月29日（水） ToSTNeTにおいてT+3～9の取引不可
　　　　　　　　　　　　　　　東証立会市場における取引最終日

2023年11月30日（木） 東証における取引停止（取引時間前から）

2023年12月1日（金）（現地時間）欧州における旧証券の基準日/取引最終日

2023年12月4日（月）（現地時間）欧州での新規証券の取引初日

2023年12月6日（水） 東証における取引再開（ToSTNeTを含む）（取引時間開始から）

　　　　　　　　　　　 　　　売買単位を100投資口から1投資口に変更（後述）

2023年12月4日（月）～2024年1月中旬（予定）基準日時点における外国株券等実質株主と本併合により生じる個々の
　　　　　　　　　　　　　　　外国株券等実質株主が保有することなる端数の判明調査期間

2024年１月下旬（予定）基準日時点における端数の市場売却（後述）による換金
2024年2月下旬（予定）市場売却により換金した金銭の外国株券等実質株主への分配（注）
(注)　但し、外国株券等実質株主数が想定より大幅に多い場合は、日程が後ろ倒しになる可能性もございます。予めご了承ください。

(3) 上記に伴う日本国内での端数の換金処理について
　本ETF銘柄に係る株式会社証券保管振替機構を通じて保有されている投資口につきましては、基準日時点における
外国株券等実質株主及びその保有する投資口数を確定させた後、本併合により各外国株券等実質株主ごとに生じる端数を
総合計して形成される整数の投資口数の投資口を、株式会社証券保管振替機構が市場にて売却換価することにより、当該
端数の各外国株券等実質株主に対する分配に充当する予定です。
　各外国株券等実質株主の皆様が基準日時点で保有されていることとなる端数に相当する金銭の額及び分配時期については、
基準日後に、詳細が分かり次第お知らせします。但し、その換金率については、基準日における基準価額ではなく市場において
実際に売却された価格（時価）を基準とした価格となります。
　なお、理論的には、各本ETF銘柄について、その各銘柄の併合比率と、現在の売買単位である100との公倍数に相当する
口数を、基準日時点で登録保有されている外国株券等実質株主には、本併合による端数は生じません。

(4) 東京証券取引所における売買単位について
　本併合に伴い、2023年12月6日（水）の取引再開（ToSTNeTを含みます。）時から、売買単位を、現在適用されている
100投資口から1投資口に変更します。
　これに伴い、2023年12月6日の取引開始時より、呼値は1円単位となります。

以上



WisdomTree 大豆上場投資信託

[掲載番号14]

各　  　　位

外国投資法人名 ウィズダムツリー・コモディティ・セキュリティーズ・リミテッド
代表者 クリストファー・フォールズ

管理会社名 ウィズダムツリー・マネジメント・ジャージー・リミテッド
(銘柄コード　1697)

代表者 スティーブン・ロス
問合せ先 ＴＭＩ総合法律事務所

担当者 中川秀宣
（TEL 03-6438-5660） 

1. 上場ETFの口数 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

367,886 口

2. 上場ETFの資産総額　(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
(上場ETFの資産総額は、上場ETFの口数に上場ETFの一口あたりの資産額を乗して計算しています。日本円
への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)現在のブルームバーグによ
る為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

1,578,942,942 円         ( 10,470,443.91 米ドル)

3. 上場ETFの一口あたりの資産額 (令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)
（上場ETF一口当たりの資産額は、ロンドンの当日午後4時にロンドン証券取引所での取引が終了した後、指数
が追随する米国先物市場終了後に確定される指数の値を用いて、ロンドン時間同日午後4時現在のものとして
計算されています。日本円への換算は、令和 6年2月14日午前6時(ニューヨーク時間2024年2月13日午後5時)
現在のブルームバーグによる為替レート（１米ドル＝150.8円）により計算しています。） 

4,292 円         ( 28.46 米ドル)

4. 上場ETFの一口あたりの資産額の日々の価格の変動幅と特定の指標の終値の日々の変動幅の乖離率
(令和 6年2月14日午前0時（ロンドン時間2024年2月13日午後4時)現在)

0.01%

(参考) 乖離率の計算式

上場ＥＴＦの 特定の指標の
一口あたりの資産額 終値 × 100 (%)
前営業日の上場ＥＴＦの 前営業日の
一口あたりの資産額 特定の指標の終値

5．ロールオーバー時の損益について

以　上

令和 6年 2月 14日

WisdomTree 大豆上場投資信託(大豆ETF) に関する日々の開示事項

─

各々の単一商品指数は、特定の満期の先物契約から値付けされますが、当該先物契約は、満期が近付くと、期先の先物契約に「乗り換える」必要が生じ、このプ

ロセスは「乗換え（rolling）」と呼ばれます。単一商品指数を構成する取引所上場先物契約は、その満期が近付くと、満期前に期先の満期の同様の先物契約に入れ

替えられます。従って、例えば、8月に買い付けられ、保有されている先物契約が10月に満期となる場合があります。

時間が経過するにつれ、10月に満期を迎える先物契約は、11月限の先物契約に入れ替えられることになります。もっとも期近の先物契約ともっとも期先の先物契

約との差額は、「乗換えに伴う収益（roll yield）」と呼ばれ、これは利益となることもあれば損失となることもあります。この先物契約にかかる市場が（その他の要因は

考慮しないものとします。）「逆鞘（バックワーディション：backwardation）」（期先の満期の先物契約の価格の方が期近の満期の先物契約の価格に比べて低いことを

意味します。）である場合には、10月限先物契約の売却が、11月限先物契約よりも高い価格で行われ、「乗換えに伴う収益」が発生します。商品指数に含まれている

先物契約の中には、過去に逆鞘の期間が持続することを示しているものもある一方で、逆鞘は常に存在している訳ではありません。

更に、商品指数に反映されている一定の商品には、過去に、「順鞘（コンタンゴ：contango）」市場で取引されてきたものもあります。順鞘市場とは、先物契約の価格

が期近限月のものよりも、期先限月のものの方が高くなっている市場のことです。特定の商品市場において逆鞘が存在しないことの結果として、「乗換えに伴う収益」

がマイナスとなり得ます。このため、商品指数及び単一商品指数の価値に悪影響が及び、その結果として、マイクロ上場投資信託、単一マイクロ上場投資信託、商

品上場投資信託及び商品指数上場投資信託の価値が下落するおそれがあります。更に、これにより、商品指数における期近先物契約及び次期近先物契約はブ

ルームバーグ商品3ヶ月先物指数において用いられているものとは異なるため、先物曲線の関連する部分が異なる量の逆鞘又は順鞘を示している場合、両指数に

異なる形で影響を及ぼす逆鞘及び/又は順鞘がもたらされる可能性があります。しかし、特定の商品市場において順鞘（又は逆鞘）が存在することによって、自動的

に「乗換えに伴う収益」がマイナスとなる（又はプラスとなる）ということではありません。潜在的な乗換えに伴う収益が実際に実現するかどうかは、先物曲線の形状に

依存しています。「先物曲線」とは、異なる満期を有する先物契約に関し、先物契約の価格間の相関関係をグラフで表したものをいいます。商品先物曲線の関連する

部分が逆鞘となっている（右下がりの先物曲線となっている）場合には、その他の要因が全て同じであるとすれば、相対的に低くなっている先物価格が相対的に高く

なっているスポット価格に収束していくに従って、関連する指数は上昇する傾向があります。順鞘の場合には、反対の結果が生じます。
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